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日帰り人間ドック
脳ドック

349人
受診者 受信者および実施者

105人

被保険者数と世帯数（年度平均）
  被保険者数　11,303人
　　　　　　 （前年度比 710人 減）
  世　帯　数　  7,817世帯
　　　　　　 （前年度比 331世帯 減）

1人当たり総医療費（療養諸費費用額）
　517,069円（前年度比28,752円 増）

1人当たり国保税（現年度の調定額）
　100,489円（前年度比5,588円 増）

※財政調整基金の保有額 341,864,410円

単位：万円

保険税収納額と保険給付費等の推移

令和 7年度 保健事業の実施状況等

特定健康診査
特定保健指導

3,258人
438人

受診者および実施者

令和７年度の国民健康保険事業特別会計決算における歳入総額は69億8,519万円、歳出総額は69億8,316万円で
収支差引は203万円の黒字となりましたが、前年度繰越金を差し引いた単年度収支は5,561万円の赤字となりまし
た。また、国民健康保険税（現年度）の収納率は95.83％となりました。
国民健康保険制度は、平成30年度から県が財政運営の責任主体となり、市町村は資格管理、保険給付、保険税の賦
課・徴収の事務を行うほか、保健事業など地域におけるきめ細かい事業を担っております。
被保険者の皆さんで支えあって成り立つ制度であり、国民健康保険財政の安定した運営を図っていくためにも、国民
健康保険税の完納について、ご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】
保険年金課 ☎２2‐1118

保険税収納額

3年度

130,975

4年度

123,123

573,432 559,445

5年度

117,198

551,279

6年度

113,354

507,635

7年度

111,358

499,842

保険給付費

歳出
⑥主に医療費等の支払いに
　充てる費用  
⑦県が県全体の医療費を見込み、これを基に算定した納付金  
⑧事務費など  
⑨人間ドック助成費、特定健診に係る費用など  

歳入
①県からの支出金  
②納めていただいた国保税  
③一般会計からの繰入金  
④国民健康保険財政調整基金からの繰入金  
⑤前年度からの繰越金、返納金など  

令和 7年度 歳入・歳出の主な割合

69億8,316万円
合 計
歳 出

69億8,519万円
合 計
歳 入

⑥保険給付費
　49億9,842万円
　　　（71.6%）

⑦国保事業納付金
　17億5,870万円
　　    （25.2%）

⑧総務費
　1億3,538万円
　　   （1.9%）

⑨その他 9,066万円
　　　　　    （1.3%）

①県支出金
　51億8,067万円
　　 （74.2%）

内訳
普通交付金

特別交付金
49億8,746万円

②国民健康保険税
　11億1,358万円
　　　（15.9%）

③繰入金
　6億2,915万円
　　（9.0%）

④基金繰入金 5,000万円
　　（0.7%）

⑤その他 1,179万円
　　（0.2%）

1億9,321万円

国民健康保険事業特別会計決算概況
令和7年度

問い合わせ　人権・男女共同参画課　☎22-3094

第４回第４回
阿南市人権教育・啓発市民講座阿南市人権教育・啓発市民講座

　
私
が
初
め
て
手
話
に
出
会
っ
た

の
は
、約
60
年
前
の
こ
と
で
す
。

　
当
時
、女
子
高
校
生
と
思
わ
れ

る
５
、６
人
が
手
話
で
会
話
を
し
て

い
る
場
面
に
偶
然
遭
遇
し
ま
し
た
。

手
の
動
き
だ
け
で
な
く
、顔
の
表
情

も
使
い
な
が
ら
、怒
っ
た
り
、笑
っ
た

り
と
感
情
を
豊
か
に
表
現
し
て
い

る
そ
の
様
子
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

話
の
内
容
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、彼
女
た
ち
の
感
情
が
自
然

に
伝
わ
り
、深
く
感
動
し
た
こ
と
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
阿
南
市
で
は
令
和
７
年
４
月
１

日
か
ら
、「
阿
南
市
手
話
言
語
の
普

及
・
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
意
思

疎
通
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、手
話
が
言
語
で

あ
る
と
の
理
解
を
広
め
る
と
と
も

に
、障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
意
思

疎
通
手
段
の
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、社
会
的
障
壁
を
取
り

除
き
、障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
す
べ
て
の
市
民
が
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
支
え
合

う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
手
話
は
聴
覚
障
が
い
の
あ
る

方
々
に
と
っ
て
、感
情
や
情
報
を
伝

え
る
た
め
の
重
要
な
コ
ミュニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
で
す
。
聴
覚
障
が
い
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
状
態
が
あ
り
、中
途

失
聴
、難
聴
、ろ
う
者
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
。
そ
の
状
態
に
よ
っ
て
聞
こ

え
に
く
さ
の
程
度
が
異
な
り
、使
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
も
違
い
ま

す
。

　
特
に
ろ
う
者
に
と
っ
て
、手
話
は

意
思
疎
通
を
図
る
唯
一
の
方
法
で

す
。

　
手
話
は
、日
本
語
と
は
異
な
る

独
立
し
た
言
語
で
す
。
全
国
的
に

統
一
さ
れ
て
い
る
標
準
手
話
の
ほ

か
、地
域
特
有
の
方
言
手
話
や
個

人
の
特
徴
が
含
ま
れ
る
手
話
も
存

在
し
ま
す
。
ま
た
、手
話
に
は
、聴

者
が
使
う「
聴
語
」と
、ろ
う
者
が

使
う
独
自
の「
ろ
う
語
」が
あ
り
ま

す
。

　
手
話
表
現
に
お
い
て
最
も
重
要

な
の
は「
顔
の
表
情
」で
す
。
表
情

は
意
味
を
補
足
す
る
役
割
を
果
た

し
、さ
ら
に
手
の
動
き
の
強
弱
や
体

の
動
き
に
よ
っ
て
も
、ニュ
ア
ン
ス
や

意
味
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
視
覚
的
要
素
を
理
解

す
る
こ
と
で
、手
話
を
通
じ
た
コ
ミ

ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま

す
。

　
私
は
日
々
、ろ
う
者
の
方
々
と
交

流
し
な
が
ら
、手
話
の
魅
力
を
学

び
続
け
て
い
ま
す
。
手
話
を
通
じ
た

対
話
を
重
ね
る
た
び
に
、こ
の
言
語

の
持
つ
豊
か
な
表
現
力
や
、人
々
の

心
を
つ
な
ぐ
温
か
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
手
話
で
つ
な
が

り
を
深
め
、支
え
合
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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日時　10月13日㈫　14：00～15：30
場所　文化会館2階　研修室
演題　�デジタルライフと人権
　　　～自分と大切な人を守るスマホのトリセツ～
講師　阿南市人権教育・啓発講師団　
　　　講師　藤井　幸さん
※入場無料。申込不要。※手話通訳あり。講演前10分程
度手話講座を行います。※天候などにより中止となる場合
は市ホームページでお知らせします。

人権パネル展示人権パネル展示
人権に関するパネル展示を行いますので、
ぜひご覧ください。
テーマ　高齢者虐待防止
期間　10月1日㈭～30日㈮
場所　市役所１階　高層部エレベーター前




